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-小学校で祖父母参観

東塩田小学校では 9月6日、祖父母参

観が行われました。 2年生のこのクラス

では、グループを作って、いっしょに学

習。子どもたちの質問に、熱心に答えて

いるおじいちゃん、おばあちゃん・・・。長

い経験と幅広い知識が授業に役立ってい

たようです。

市民と市長の日 10月7日(針午前9時から正午まで、市役所3階市長室で行います。お気軽にどうぞ。



中
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商
慣
が
よ
り
近
く

産
業
・観
光
の
発
展
に
期
待

j， 

安
全
・
防
災

[2] 

トンネル開通を祝ってテープカット(8月25日)

広報うえだ 63.9.16 
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レ
l
ド

を

し

ま

し

た

。

一

平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
は
、
県
道
路
公
社
が
一

昭
和
六
十
年
八
月
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
た
も
の
で
、
一

主
要
地
方
道
・
上
田
丸
子
線
(
上
田
市
秋
和
|
丸
子
一

町
東
内
)
の
一
部
に
な
り
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
は
一
、
三
一

八
一
灯
、
内
部
の
車
道
部
分
は
幅
六
灯
の
二
車
線
で
一

す
。
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
一
、
七
八
二

μ
の
区
聞
が
有
一

料
道
路
に
な
り
ま
す
。
料
金
は
、
普
通
車
二
百
円
、
一
⑤

バ
イ
ク
・
自
転
車
は
二
十
円
で
す
。

一
郎

開
通
に
よ
り
、
上
田
市
の
国
道
一
八
号
線
や
丸
子
一

町
内
の
交
通
渋
滞
緩
和
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
上
一

田
市
と
中
・
南
信
と
の
距
離
が
縮
ま
り
ま
し
た
。
車
一

で
松
本
市
や
諏
訪
市
へ
行
く
場
合
、
十

1
二
十
分
ほ
一
⑩

ど
の
短
縮
に
な
り
、
今
後
は
産
業
・
観
光
な
ど
で
の
一
区

発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ー

関
P
'恥
瀦
寸

ゐ

ん

叫

ん

)

ん

)

'

饗
膳
署
玄

JF
いh
h

さ

6

さ

お

さ

泣

い

問
問
機
内
j
紘

一

ニ

ト

子

幸

理
樹
齢
宏
一
ー
騒

良

姐

秀

子

正

所

到

夢

軒
い
も
宗

之

鈴

子

御

ド

問
販
凶
明
C
T

;

松

作

関

(

時

平

井

寺

ト

ン

ネ

ル

は

、

と

旧

塩

田

町

が

上

田

市

に

合

つ
併
し
た
当
時
か
ら
の
要
望

刊

で

あ

り

、

そ

れ

が

や

っ

と

実
現
し
て
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

今
日
の
参
加
者
が
多
い
の
も
、
み
ん

な
開
通
を
待
ち
望
ん
で
い
た
か
ら
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
ト
ン
ネ

ル
に
つ
な
が
る
主
要
地
方
道
・
上
田

丸
子
線
の
一
部
区
聞
が
ま
だ
狭
い
の

で
、
早
急
に
拡
幅
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。

丸子へ

砂原峠へ

(⑨ 
料金所/../

\吋\J.~
ー/11
-' 

/ 嘆す三

平井寺トンネル案内図
み
ん
な
ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
で

歩きました平井寺トンネル

参加者の感想は・・・

開通が目前に迫った 8月21日、平井寺トンネル

が歩行者に開放されました。このような催しは二

度とないだけに人気を呼び、上田市・丸子町の両

側から2，000人を超える人が散策を楽しみました。

参加者 3人にトンネルの感想、をお聞きしました。

子どもの事故がJω配

こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
歩
く

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
今

回
だ
け
と
思
い
ま
し
た
の

で
、
子
ど
も
二
人
と
参
加

し
ま
し
た
。
予
想
し
て
い
た
ほ
ど
距

離
は
長
く
な
か
っ
た
で
す
ね
。
丸
子

は
も
ち
ろ
ん
、
中
・
南
信
が
近
く
な

り
便
利
に
な
り
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
を

利
用
す
る
車
が
、
我
が
家
の
そ
ば
を

通
り
ま
す
が
、
今
ま
で
と
は
違
っ
て

交
通
量
が
激
し
く
な
る
の
で
、
子
ど

も
の
交
通
事
故
が
心
配
で
す
。

灯
間
隔
、
図
⑮
)
で
一
一

O
番
ま
た

は
一
一
九
番
へ
連
絡
す
る
。
③
火
災

の
場
合
は
、
消
火
器
(
押
ボ
タ
ン
非

常
通
報
装
置
と
一
緒
に
あ
る
)
に
よ

り
、
消
火
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

非
常
ボ
タ
ン

圃

?園
圃

涼しく快適でした

ト
ン
ネ
ル
を
歩
く
と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
行
事
で
す

の
で
、
家
族
四
人
で
参
加

し
ま
し
た
。
今
日

は
こ
の

夏
一
番
と
い
う
ほ
ど
の
暑
さ
で
す
が
、

ト

ン
ネ
ル
の
中
は
涼
し
く
快
適
で
し

た
。
通
行
料
金
が
二
百
円
(普
通
車
)

と
い
う
の
は
、
時
間
の
短
縮
を
考
え

れ
ば
、
安
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、

ト
ン
ネ
ル
内
の
道
幅
が
ち
ょ
っ
と
狭

い
印
象
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
二
輪
】

車

の

事

故

が

心

配

で

す

。

日

広報うえだ 63.9.16 



手とl山

つなぎ未来ヘ

いきいき上田

-
総
合
健
康
レ
ジ
ャ
ー

プ
ー
ル
(
仮
柿
)
の
建
設

七
十
周
年
記
念
の
目
玉
事
業
と

し
て
建
設
。
余
暇
社
会
に
対
応
し

イ
ベ
ン
ト
関
係

-
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー

六
十
四
年
四
月
、
市
制
七
十
周

年
記
念
事
業
の
開
幕
を
祝
っ
て
、

吹
奏
楽
隊
、
鼓
笛
隊
、
太
鼓
、
音

る

記念事業案

ほぼ固ま

た
複
合
的
な
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
、
市
民
が
日
常
的
に
通
年

使
用
で
き
る
施
設
で
す
。
内
容
と

し
て
は
、
ふ
れ
あ
い
ゾ

l
ン
、
プ

ー
ル
ゾ
ー
ン
、
健
康
づ
く
り
ゾ
ー

ン
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
戸

l
ト
ロ
ー
ド
の
建
設

楽
隊
な
ど
に
よ
る
庁
舎
前
で
の
演

奏
。
引
き
続
き
、
バ
ト
ン
ガ
ー
ル

を
先
頭
に
市
街
地
を
パ
レ
ー
ド
し

て
記
念
事
業
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

-
市
政
映
画
の
製
作

七
十
年
の
歴
史
と
上
田
市
発
展

の
都
市
像
を
描
い
た
記
録
映
画
を

製
作
し
ま
す
。

上田市は、昭和64年に「市制施行70

周年」を迎えますが、このほどその記

念事業案の内容がほぼ固まりました。

今回は主な事業を紹介します。

記念事業を策定するにあたっては、

市民はじめ若手の市職員などの提言を

もとにして、検討しました。今回は、

「情報化、高齢化、国際イヒ」など社会

に対応した事業を含め、将来発展のス

テッフとなるようなもの、ユニークで

上田の特性が出るような事業を多く取

り入れました。記念事業の主な期間は

64年 4月-11月です。なお、民間団体

独自の事業も70周年事業とあわせて実

施する予定ですので、 70周年記念事業

事務局(内線1222)までご連絡ください。

一
一
中
か
ら
商
工
会
議
所
ま
で
の

大
手
町
通
り
南
側
、
お
よ
び
市
役

所
か
ら
上
田
高
校
に
か
け
て
、
花

壇
、
市
木
な
ど
の
並
木
、
石
畳
の

歩
道
を
作
り
、
ま
た
ガ
ス
燈
や
野

外
彫
刻
を
配
し
て
歴
史
と
文
化
の

香
る
美
し
い
町
並
み
の
シ
ン
ボ
ル

道
路
と
し
て
整
備
の
計
画
で
す
。

-
国
際
安
流
の
推
進

外
国
と
の
友
好
親
善
と
交
流
な

ど
国
際
化
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、

「
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
弁
論
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
公
的
施
設
や
観
光
案
内

な
ど
に
英
文
に
よ
る
案
内
標
示
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

-
物
産
館
の
建
設

上
回
の
特
産
物
、
名
産
品
な
ど

を
展
示
即
売
す
る
物
産
館
の
建
設

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
ロ

l
ド
と
し
て
整
備

さ
れ
る
大
手
町
通
り

産婦人科医療の

充実はかられる

あなたです/きれいな街をつくるのは

甲藤一男医師

【4】

市
の
産
院
は
、
医
師
一
名
欠
員

の
ま
ま
、
現
院
長
の
も
と
で
、
が

ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
長
年
の
念
願
が
か
な
い
、
信
州

大
学
医
学
部
か
ら
甲
藤
一
男
医
師

を
副
院
長
に
迎
え
、
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。

産
院
は
、
こ
れ
か
ら
も
児
童
福

祉
法
に
基
づ
く
助
産
施
設
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

広報うえだ 63.9.16 

9/24----10/1 環境衛生週間

9月24日は「清掃の日」。この

日から10月 1日までは「環境衛

生週間」です。週間中の重点事

項は次のとおりです。(生活環境

課=内線1387)

①ごみを少なくする運動の推進

②ごみの散乱防止と清掃

③家庭雑排水適正処理の推進



-
戸

l
ト
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
展

近
隣
の
芸
術
家
に
よ

っ
て
、
海

野
町
、
松
尾
町
、
原
町
、
大
手
町

通
り
な
ど
の
野
外
ま
た
は
商
庖
ウ

イ
ン
ド
ー
に
絵
、
彫
刻
を
展
示
。

市
内

の
メ

l
ン
通
り
を
十
文
字
に

結
ぶ
野
外
美
術
館
を
形
成
し
、
フ

レ
ッ
シ

ュ
な
文
化
の
香
り
高

い
芸

術
の
街
を
演
出
し
ま
す。

-
上
小
郷
土
芸
能
大
会

上
小
広
域
と
の
親
陸
連
帯
の
た

め、

郷
土
に
伝
わ
る
民
族
芸
能
を

一
堂
に
集
め
、

市
中
で
公
開
演
技

す
る
ほ
か
、
ふ
る
里
特
産
会
場
も

設
け
る
計
画
で
す
。

の
地
位
と
福
祉
向
上
の
た

め
、
著

名
な
女
性

の
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
す
。

-
テ
レ
ビ
公
開
番
組

-
意
気
込
む
高
年
者
の

主
張
上
回
大
会

N
H
K
の

「
ふ
る
さ
と
の
文
化

祭
」
な
ど
、

全
国
放
送
の
公
開
番

組
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
ル
ド

パ
ワ
ー
の
意
気
軒
高

な
雄
弁
を
通
し
て
、
高
齢
者
の
生

活
姿
勢
を
主
張
し
、
同
年
代
に
共

感
と
活
力
を
与
え
ま
す
。

や
.ふ

さ

め

.
寸流
鏑
馬
L

行
事

-
婦
人
問
題
市
民
の
集
い

婦
人
行
動
計
画
の
一
つ
と
し
て
、

婦
人
の
社
会
進
出
に
対
応
し
、
そ

古
武
道
の
伝
承
芸
術
と
し
て

勇
壮
豪
華
な
鎌
倉
時
代
の
狩
装
束

の
武
者
が
、
疾
走
す
る
馬
上
か
ら

次
々
と
矢
を
放
つ
「
流
鏑
馬
」
が

記
念
事
業
の
異
彩
な
行
事
と
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

-
己
・占田

一
番
L

表
彰

長
寿

一
番
、
家
族
数
一
番
、
結

婚
最
長
夫
婦
、
日
本
的
記
録
保
持

者
な
ど
、
人
生
に
誇
り
と
生
き
が

い
を
も

っ
て
精
進
さ
れ
た
市
民
を

表
彰
し
ま
す
。

九
月
一
日
の
未
明
に
、
北
陸
新
幹
線
の
長
野
|

高
崎
聞
を
最
優
先
着
工
区
間
と
す
る
こ
と
で
最

終
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
高
崎
|

軽
井
沢
聞
は
昭
和
六
十
四
年
度
に
在
来
型
新
幹

線
で
本
格
着
工
。

軽
井
沢
1

長
野
聞
は
、
冬
季

五
輪
開
催
問
題
な
ど
を
考
慮
し
て
、
建
設
方
法

の
結
論
を
三
年
以
内
に
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
飯
山
を
含
む
長
野
以
北
の
区
間
に
つ
い

て
は
、
五
年
後
に
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

う
し
て
、
北
陸
新
幹
線
の
建
設
問
題
は
、

一
応
の
結
論
が
出
さ
れ
は
し
ま
し
た
が
、
財
源

問
題
や
地
元
負
担
の
問
題
な
ど
、
今
後
の
課
題

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
上
田
市
で
は
、
北
陸
新

幹
線
の
早
期
建
設
に
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
民
の
夢
J

を
乗
せ
て

来
年
度
、
着
工
に

大
詰
め
を
迎
え
た
整
備
新
幹
線
(
東
北
・
北

陸
・
九
州
ル

l
ト
)
の
建
設
問
題
は
、
九
月
一

日
の
政
治
折
衝
で
、
北
陸
新
幹
線
は
高
崎
|
軽

井
沢
聞
を
昭
和
六
十
四
年
度
か
ら
在
来
型
新
幹

線
で
優
先
着
工
す
る
こ
と
に
決
定
。
軽
井
沢
!

長
野
間
に
つ
い
て
は
、
三
年
以
内
に
結
論
を
出

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
の
八
月
十
一
日
、
運
輸
省
は
新

幹
線
と
在
来
線
活
用
方
式
の
運
輸
省
案
を
発
表

し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
|

|
①
高
崎
|
軽
井

沢
聞
に
つ
い
て
は
「
標
準
軌
新
線
」
い
わ
ゆ
る

従
来
の
在
来
型
新
幹
線
で
建
設
。
②
軽
井
沢
!

長
野
間
に
つ
い
て
は
、
在
来
線
活
用
型
の
「
新

幹
線
直
通
線
」
い
わ
ゆ
る
ミ

ニ
新
幹
線
で
建
設

(
図
①
)
す
る
ー
ー
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ

は
、
昭
和
四
十
八
年
に
発
表
さ
れ
た
整
備
計
画

ル
l
ト
(
図
②
)
と
は
大
幅
に
異
な
る
内
容
だ

っ
た
た
め
、
県
内
各
地
か
ら
強
い
反
発
が
出
ま

し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、

政
府

・
自
民
党
は

北陸新幹線の運輸省案(図②)

サ来在両車追

時
ル

幹

古
伊
map--ELE
市
北

ミ
↑-
-
V同
・
同
↓

|
附

T
l
E
7
l
i

ト

寸
J
W叫，
U

一
品

川
(
閃
舎

O
百
部

普通の列車

新幹線建設の各手法 (図①)

上
野

I.067m 

【5] 広報うえだ63.9.16 



健康メモど企
40歳を過ぎだら受けましよう

大腸がん検診

大
腸
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
、
こ
こ

二
十
年
ほ
ど
で
約
二
倍
に
増
え
て
い

ま
す
。
上
田
市
で
は
昨
年
、
二
十
七

人
の
か
た
が
大
腸
が
ん
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
(
胃
が
ん
、
肺
が
ん
に
次

い
で
多
い
)
。
大
腸
が
ん
は
症
状
が
現

れ
に
く
く
、
こ
ぶ
し
大
の
が
ん
が
で

き
て
も
、
痛
く
も
か
ゆ
く
も
な
い
人

が
い
る
と
い
う
ほ
ど
。
症
状
が
出
る

の
を
待
っ
て
い
て
は
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
大
腸
が
ん
も
他
の
が
ん

と
同
じ
で
、
早
期
に
見
つ
け
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
治
り
ま
す
。
市
で

は
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
、
早
期
発

見
の
た
め
に
集
団
検
診
を
始
め
ま
し

た
。
四
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
年
一
回

は
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

け
の
簡
単
な
方
法
。
容
器
の

に
お
い

も
な
く
、
自
宅
で
で
き
ま
す
。
目
に

見
え
な
い
少
量
の
出
血
で
も
、
こ
の

検
査
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。大

腸
が
ん
日
人
が
発
見

ー
ー
昨
年
の
結
果

昨
年
度
の
受
診
者
は
五
千
八
百
十

六
人
。
そ
の
結
果
、
精
密
検
査
が
必

要
と
さ
れ
た
人
は
四
百
五
十
一
人
で

し
た

(
全
体
の
七
・
八
%
)
。
こ
の
う

ち
、
七
月
現
在
で
三
百
六
十
二
人
の

か
た
が
精
密
検
査
を
受
け
、
大
腸
が

ん
十
一
人
、
大
腸
ポ
リ

l
プ
三
十
九

人
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

精
密
検
査
は
旺
門
か
ら
バ
リ
ウ
ム

を
入
れ
る
注
腸
造
影
法
や
直
接
カ
メ

ラ
を
入
れ
て
見
る
大
腸
内
視
鏡
検
査

な
ど
で
す
。
ま
だ
精
密
検
査
を
受
け

て
い
な
い
か
た
は
、
早
め
に
専
門
医

で
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
精
密
検
査
の
結
果
、
「

0
か

月
後
に
も
う
一
度
検
査
を
」
と
言
わ

れ
た
ら
、
必
ず
そ
の
時
期
に
経
過
を

診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
自
覚
症
状

が
な
い
か
ら
と
、
放
っ
て
お
く
こ
と

は
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

大
腸
が
ん
の
主
な
症
状

①
便
の
表
面
に
す
じ
状
に
血
が
つ
い

た
り
、
赤
黒
い
血
が
混
じ
る
(
目
に

見
え
な
い
出
血
も
あ
る
)。

②
便
秘
が
続
い
た
り
、
便
が
細
く
な

る
な
ど
、
す
っ
き
り
出
た
感
じ
が
し

な
し
。

③
下
腹
が
張

っ
た
り
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し

た
り
、
痛
み
が
あ
る
。

以
上
が
主
な
症
状
で
す
が
、
症
状

が
現
れ
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り

ま
す
。
気
に
な
る
か
た
は
、
市
の
検

診
を
待
た
な
い
で
、
す
ぐ
に
専
門
医

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

州
制
歳
を
過
ぎ
た
ら

受

診

を

【6】

検
査
は
簡
単

ー
ー
食
事
制
限
も
不
要

六
十
一
年
度
か
ら
、
食
物
中
の
成

分
に
は
反
応
し
な
い
で
出
血
だ
け
に

反
応
す
る
免
疫
学
的
便
潜
血
検
査
法

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
検
査
は
、
便
の
数
か
所
に
容

器
の
棒
を
き
し
て
、
瓶
に
入
れ
る
だ

昨
年
度
の
受
診
者
は
、
四
十

1
六

十
代
の
か
た
が
大
半
。
女
性
は
男
性

よ
り
も
千
三
百
人
多
く
受
け
て
い
ま

す
。食

事
制
限
も
な
く
、
自
宅
で
便
を

容
器
に
取
る
だ
け
の
簡
単
な
検
査
な

の
で
、
仕
事
に
出
か
け
る
前
に
で
き

ま
す
。
申
し
込
み
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

自
治
会
を
通
し
て
、
申
込
用
紙
を
回

覧
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
か
た
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

保
健
予
防
課
(
内

線

1
3
7
6
)

広報うえだ 63.9.16 

W
然
繊
然
繊
然
悩
燃
紛
然
》
然
繊
然
戦
燃
滋
燃
紛
然
悩
然
繊
然
繊
然
繊
然
深
沢
泌
総
然
派

W
然
紛
然
》
然
》
然
繊
然
紛
然
繊
然
繊
然
泌
然
繊
然
繊
然

W
燃

紛

然

紛

然

紛

然

派

深

沢

深

沢

潔

W
燃
紛
然
繊
然
派
W
然
紛
然
灘
燃
深
沢
潔
紛
然
紛
然

W
燃
紛
然
繊
然
繊
然
繊
燃
紛
然
派
紛
然
紛
然
繊
然
派
》
然
ww

ル
は
市
営
陸
上
競
技
場
。

…
動
物
愛
護
週
間
・

9
月
却
日
j
お
日
し
よ
う
と
し
て
い
る
ケ

l
ス
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
動
物
の
生
理
、
生
態
、

・
そ

の

他

…

。

ヘ

ッ

ト

は

正

し

く

習

性

な

ど

を

無

視

し

た

飼

い

方

を

す

①
交
通
規
制
の
関
係
で
、
二
十
J

コ

…

飼

い

ま

し

ょ

う

れ

ば

、

動

物

に

苦

痛

を

与

え

る

ば

か

l
ス
が
昨
年
と
は
変
わ
り
ま
し
た
。

伽

り

で

な

く

、

騒

音

、
悪
臭
と
い
っ
た

②
申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
案
内
は
、
仰
最
近
の
ペ
ッ
ト
ブ

l
ム
を
見
る
と
、
問
題
か
ら
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
予

広
報
九
月
一
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

川
犬
、
猫
な
ど
を
生
き
た
お
も
ち
ゃ
と
想
さ
れ
ま
す
。

③
当
日
、
保
健
証
を
お
忘
れ
な
く
。

即
し
て
扱
い
、
飼
い
主
の
意
の
ま
ま
に
概
し
て
動
物
の
寿
命
は
人
間
よ
り

大会シンボルマーク

• 
臼

程

マ

受

付

午

前

八

時

i
九
時

マ
開
会
式
午
前
九
時

マ
ス
タ
ー
ト
午
前
十
時
(
種
目
別
)

-
場

所

ス
タ
ー
ト
は
市
民
会
館
前
、
ゴ
ー



〆O月〆O日(月)
午前10時スタート

(雨天決行)

当
日
、
午
前
川
時
か
ら
正
午
ま
で
コ
!
ス
お
よ
び
周
辺

道
路
の
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

川
も
短
い
も
の
で
す
。
一
度
で
も
ペ
ッ

叩
ト
と
し
て
飼
っ
た
動
物
な
ら
ば
、
最

川
期
ま
で
そ
の
生
涯
を
見
届
け
て
や
る

川
こ
と
が
飼
い
主
の
責
任
で
あ
る
と
白

川
覚
し
た
い
も
の
で
す
。
九
月
二
十
日

川
か
ら
二
十
六
日
ま
で
は
「
動
物
愛
護

伽
週
間
」
。
こ
れ
を
機
会
に
、
動
物
の
正

叩
し
い
飼
い
方
や
人
間
と
動
物
と
の
関

川
係
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え
て
み

…

爆

音

機

は

ル
ー
ル
を
守
っ
て

明
収
穫
の
秋
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

川
時
期
水
田
や
果
樹
園
で
は
、
害
鳥
威

川
嚇
の
た
め
爆
音
機
が
使
わ
れ
て
い
ま

叫
す
。
作
物
を
守
る
た
め
に
は
効
果
が

川
あ
る
爆
音
機
も
、
使
い
方
を
誤
ま
る

仰
と
騒
音
公
害
の
も
と
に
な
っ
て
し
ま

川
い
ま
す
。

川

9
月
引
日
j
羽
田

秋
の
全
国
安
通
安
全
運
動

川
・
お
年
寄
り
も
横
断
歩
道
は
手
を
あ

酬
げ
て

明
周
囲
が
気
を
つ
け
る
こ
と
は
も
ち

川
ろ
ん
、
お
年
寄
り
自
身
も
交
通
ル

l

叩
ル
、
マ
ナ

l
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

川
・
オ
ー
ト
バ
イ
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

川
過
ぎ
に
注
意

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

、っか。
-
問
い
合
わ
せ

線

1
3
8
7
)

生
活
環
境
課
(
内

市
条
例
で
は
、
人
家
か
ら
百
灯
以

内
の
場
所
や
、
夜
七
時
以
降
の
時
間

帯
で
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
場
所
や
時
間
帯
で
は
、
絶

対
に
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
れ
以
外
の
場
合
で
も
、
近

く
の
住
宅
や
通
行
す
る
人
に
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
0

・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
8
9
)

特
に
交
差
点
の
事
故
が
目
立
ち
ま

す
。
原
因
は
、
左
右
の
安
全
不
確
認
、

右
折
す
る
と
き
の
優
先
通
行
妨
害
で

す。-
無
謀
な
運
転
は
や
め
よ
う

交
通
事
故
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
が
交

通
規
則
を
守
り
、
相
手
の
立
場
に
な

っ
て
運
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
実

に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

-
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

正
し
く
着
用
し
よ
う

広報うえだ63.9.16 {ア}



今年は、明治21年に上田駅が開業して100年。

これを祝い、開業100周年実行委員会では、駅前

周辺で楽しいイベントを開催しました。なかでも、

人気を呼んだのがニューパール通りを走るミニ S

Lのコーナー。家族連れらでにぎわいました。

J

R
上
田
駅

業
問
年

Vしっかりめぐみちゃん
東北分署では 9月4日、 6中と青木中の「め

ぐみJ さん 5人を集め、南部消防署などでミ

ニ防災教室を聞きました。江戸火消しの「目

組」 をもじったもので、はしご車に試乗した

り、中央消防署を見学しました。

「防災の日」の 9月1日、今年も市では、北小

学校を中心に地震総合防災訓練を行し、ました。今

回の重点は社会福祉施設での防災体制の強化。い

ざという時、職員だけでは対応できないので、自

治会、消防団と一体となった訓練を実施しました。

(写真=諏訪形の上回悠生寮で)

企
盲
"7可r

剣j
そ
の
も
の

'...._-、_..--"'，，__，/---司句、_.....-'へ，_，.-ー___..ー-........ー『、、
六捕た三 4 ノ
で獲と百八骨 f
、き，思 Jlf月んに
体れわで三三 1
重まれ、十ノ j
五しる飯田マ/
百たサ山、ス:
五 。ク市小を¥
十全ラで牧確 1 
ヲ長マ放橋 dj
u 三 ス流下町/

十がし流 L 

グ③ン②深停識① に見じ ずイどのの 件上
ザ車ス前き止が見 事危通主住にクは 事がノ〈注数回昨
グの よ輪ををな通 改険しつ宅飛が、故、ィ孟の市年
運聞く、身 し く しチ防区のな街び一見で 交クデ 四で
転を使後にてての工止域き遁な出時通す差のとど三=パ
はぬう輪つ安も悪 1ソ とか路どし停し。点事てこ%二イ
ゃっ。のけ全徐い /f なな空のて止の事で故れを三ク
めて ブてを行交ノ つい交 よしゃ悪故 ので x 占件に
よ走 レく確し差ポ てと差うき徐い原出ぃ差めあよ
つ |だかた点イ いこすにつ行交因合ち点まりる
。た キきめりでン まろる道こな差のいば し、 事
り をいる、はト すは場阿とど点はがん た全故

用一、 。、所 Z でをでとし~ 0 事は

ジラ心時標 特て同てせバんらご 故、

家
族
で
話
し
合
お
う

【8】

交

通

安

全

広報うえだ 63.9.16 

多
い
バ
イ
ク
の
事
故

ー丑蜘
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大正10年の

上田駅前周辺

水しぶきあげて

8月27日、学童水泳記録会が上田公園

内の市営プール(=写真)と自然運動公

園プールの 2会場で行われました。参加

した小学5 ・6年生は、それぞれに練習

の成果を競い、夏の最後を飾りました。

県選管などによる 「明るい選挙推進県

大会」が8月31日、市民会館で聞かれま

した。約1，000人が参加し、有権者として

の責任やきれいな選挙をアピールした宣

言が決議されました。大会終了後、市民

会館前で風船を飛ばしました(=写真)。

ク
リ
ー
ン
な
選
挙
押
し
進
め
よ
う
/

企
大
正
十
年
の
上
田
駅
前
広
場
。
旧
城

下
村
が
上
田
市
に
合
併
し
た
と
き
の

記
念
仮
装
行
列

‘
近
代
的
な
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
現
在

お話

岡安久吉さん
(77歳・北天神町)

人
力
車
が
飛
び
か
う

上
の
写
真
を
見
て
、
上
田
駅
前
だ

と
わ
か
る
人
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。

左
右
の
建
物
は
旅
館
で
、
後
ろ
に
そ

び
え
る
の
は
太
郎
山
。
こ
の
こ
ろ
の

駅
前
広
場
は
、
狭
く
て
今
の
大
屋
駅

前
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当

然
、
舗
装
も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、

広
場
自
体
が
駅
舎
よ
り
低
く
て
、
大

雨
の
と
き
は
水
が
よ
く
た
ま
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
(
昭
和
二
十
五

年
に
は
現
駅
舎
が
完
成
、
二
十
八
年

に
は
広
場
が
拡
張
さ
れ
ま
し
た
)

上
田
駅
が
で
き
て
、
駅
前
に
は
旅

館
、
運
送
業
、
食
堂
な
ど
種
々
雑
多

な
商
売
が
の
れ
ん
を
は
る
よ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
。
今
の
駅
前
の
原
形
と

で
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
、
人

力
車
も
昭
和
の
初
め
ご
ろ
ま
で
は
、

か
な
り
走
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の

駅
前
は
、
当
時
と
は
打
っ
て
変
わ
り
、

写
真
で
は
な
か
な
か
見
当
が
つ
き
ま

せ
ん
ね
。

※
上
の
古
い
写
真
は
、
北
天
神
町
自
剖

治

会

か

ら

借

用

し

ま

し

た

。

【

広報うえだ 63.9.16 



市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

市
営
住
宅

干
曲
町
団
地
の

入
居
者
を
募
集

マ
募
集
団
地
千
曲
町
団
地
(
昭

和
六
十
三
年
度
新
築
分
三
棟
)
マ
募

集

戸

数

二

十

戸

マ

家

賃

二

万

五
百
円

i
三
万
一
千
円
程
度
マ
入

居
資
格
市
内
に
居
住
し
、
ま
た
は

勤
務
場
所
が
あ
り
、
次
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
人
①
現
に
同

居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
(
婚
約
者
を
含
む
)
が
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
単
身
入
居
に
つ
い
て

は
六
十
歳
(
女
性
は
五
十
歳
)
以
上

な
ど
、
特
定
の
人
②
現
に
住
宅
に
困

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
③
収

入
が
公
営
住
宅
入
居
基
準
(
第
一
種

住
宅
は
十
六
万
二
千
円
以
下
、
第
二

種
住
宅
は
十
万
円
以
下
)
に
該
当
す

る
人
④
単
身
入
居
は
、
三
部
屋
以
上

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
マ
申

込
期
間
九
月
二
十
六
日
間
か
ら
十

月

七

日

幽

マ

抽

選

十

月

十

八

日

ド
ω午
前
十
時
、
市
民
会
館
二
階
会
議

室

・

問

い

合

わ

せ

管

理

課

(

内

線

1
5
0
5
)

例
年
度
県
民
手
帳

予
約
受
信
中
で
す

県
民
手
帳
の
予
約
受
付
を
始
め
ま

し
た
。
身
近
な
情
報
、
役
立
つ
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ

頒

価

三

百

五

十

円

マ

配

布

十

一

月

初

旬

マ

予

約

締

切

日

九

月

三

十

日

働

マ

申

し

込

み

企

画

課
統
計
係
(
内
線

1
2
2
5
・
1
2

2
6
)
へ
電
話
な
ど
で
ど
う
ぞ
。

無
料
法
律
相
談
所

開
設
し
ま
す

十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は
「
法

の
日
」
週
間
で
す
。
県
弁
護
士
会
上

田
地
区
会
と
上
田
裁
判
所
調
停
委
員

協
会
で
は
、
こ
の
週
間
に
ち
な
み
無

料
法
律
相
談
所
在
開
設
し
ま
す
。

マ
と
き
十
月
七
日
働
午
前
九
時

か

ら

午

後

三

時

マ

と

こ

ろ

上

田

商
工
会
議
所
五
階
ホ
ー
ル
マ
相
談

事
項
土
地
、
建
物
、
借
地
、
借
家
、

貸
金
、
損
害
賠
償
、
家
庭
内
や
親
族

聞
の
も
め
ご
と
、
相
続
な
ど
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

事
前
講
習
会

-
第
二
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

V
試
験
日
十
一
月
二
十
日
制

マ
会
場
上
回
合
同
庁
舎
は
か
マ

試

験

の

種

類

全

種

類

マ

願

書

受

付
九
月
十
九
日
円
か
ら
同
二
十
六

日
開
ま
で
に
側
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー

長
野
県
支
部
へ
郵
送
の
こ
と
マ
そ

の
他
受
験
願
書
お
よ
び
試
験
案
内

は
、
消
防
本
部
予
防
課
と
上
小
地
方

事
務
所
総
務
室
に
あ
り
ま
す
。

-
事
前
講
習
会

マ
と
き
十
一
月
七
日
間
マ
と
い

こ
ろ
上
回
合
同
庁
舎

マ

受
講
申
川

込
九
月
十
九
日
円
か
ら
同
二
十
六
川

閉
ま
で
に
消
防
本
部
予
防
課
へ

-
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
予
防
課

ん

(
宮
(
⑫

2
5
0
1
内
線

2
0
5
)

圃

上

田

創

造

館

で

一

圃
親
子
映
画
会
を
開
催

一

マ
と
き
十
月
一
日
出

l
午
後
一

時
・
三
時
の
二
回
。
同
二
日
目

l
午
川

前
十
時
・
午
後
一
時
・
三
時
の
三
回
。
川

マ
と
ニ
ろ
上
田
創
造
館
マ
上
映
川

作
品
西
遊
記
(
九
十
分
)
マ
入
場
川

料
七
百
円
(
大
人
、
子
ど
も
同
額
)
川

マ
受
付
方
法
当
日
、
直
接
会
場
で
い

受
け
付
け
ま
す
。

マ

定

員

五

百

名

~

マ
そ
の
他
中
学
生
以
下
は
保
護
者
川
一

同

伴

で

マ

問

い

合

わ

せ

上

回

創

一

日

造
館
(
宮
⑧
1
1
1
1
)

川
町
叫
ん
似

…
相一の一月ハHV の納税

広報うえだ 63.9.16 【10】

第3期

納期限は9月30日(針です。

よろしくお願いします。

-収税課(内線1304)

今月

国民健康保険税

①農地問題相談 [>とき…10月1日仕)午前8時

30分から正午 [>ところ…農業委員会

②日常生活上の法律相談(予約制) [>とき…

10月14日倒・ 28日幽いずれも午後 1時30分か

ら3時30分 じ>ところ…本庁舎3階 [>予約

先…生活環境課(内線1388)

⑧土地・建物の法律相談 bとき…10月13日附

午後 1時から 4時 bところ…西庁舎2階



〉

施
設
を
見
る
会

参
加
者
を
募
集

参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
昼
食
は
市

で
用
意
し
ま
す
。

マ
見
学
施
設
・
日
程
左
表
の
と
お

り
で
す
。

マ
集
合
場
所
市
役
所
正
面
玄
関
前

(
時
間
正
確
に
)

マ
定
員
い
ず
れ
も
四
十
五
名
(
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

マ
申
し
込
み
九
月
二
十
二
日
同
か

ら
十
月
八
日
出
ま
で
に
、
秘
書
課
(
内

毎
年
行
っ
て
い
る
「
市
の
施
設
を

見
る
会
」
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

市
の
施
設
な
ど
を
知
る
よ
い
機
会
で

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
料
は
無
料
で
、

お
一
人
で
も

見学施設および日程

時 間 10月12日体) 10月13日体) 10月14自信告)

8時50介・・・・・・・・・集合 市役所正面玄関前 市役所正面玄関前 市役所正面玄関前

9時…………・・出発

9時10介-10時10介 第一学校給食センター 第二学校給食センター 上回しいのみ園

10時30介-11時30介 高齢者福祉センター 下水浄化センター 農業バイオセンター

デイ・サービスセンター

12時 -1時30介 市民の森公園 リージョンフラザ 信濃国分寺資料館

(昼食・市長との話し合い) わしば山荘 上田創造館 信濃国介寺跡史跡公園

1時50介-2時50介 浄水管理センター 産院、乳児院 クリーンセンター

3時 -4時 点字図書館 上田中央消防署 i主同主 j争 園

家庭排水浄化センター

4時10介-4時30分 観光会館 観光会館 観光会館

4時40介…… ・解散 市役所正面玄関前 市役所正面玄関前 市役所正面玄関前

い O 線
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お 1
申 1
し 1
込 2
λk 
く有
だ線
さ②

雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
が

旬
月
に
オ
ー
ブ
ン

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
地
域
に

密
着
し
た
業
務
を
い
っ
そ
う
強
力
に

展
開
で
き
る
よ
う
に
、
十
月
一
日

新
た
に
長
野
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
す
。

マ
と
ニ
ろ
長
野
市
南
長
野
石
堂
南

一
二
八
二

l
一
六
三
井
生
命
長
野

ビ
ル

3
階

8
0
2
6
2
⑫
4
5
0
8

マ
主
な
業
務
①
事
業
主
、
勤
労
者
、

求
職
者
の
皆
き
ん
に
対
す
る
相
談
・

援
助
②
雇
用
促
進
住
宅
の
入
退
居
業

務
③
従
業
員
用
社
宅
、
福
祉
施
設
に

つ
い
て
の
雇
用
促
進
融
資
の
相
談
な

¥ 

ど

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
期
間
九
月
二
十
一
日
附
か
ら
川
マ
洋
た
ん
す
無
料

同
二
十
六
日
開
午
前
十
時

i
午
後
六
川
マ
物
置
(
一
坪
ぐ
ら
い
)
無
料

時
三
十
分
(
二
十
六
日
は
午
後
三
時
川
マ
足
踏
み
ミ
シ
ン
無
料

ま
で
)
マ
会
場
ほ
て
い
や
中
央
庖
川
マ
太
陽
温
水
器
無
料

(
中
央
二
)
マ
展
示
作
品
木
版
川
マ
フ
ラ
ン
ス
人
形
無
料

銅
版
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
~
マ
学
習
机
(
ピ
ン
ク
)
無
料

マ

入

場

料

無

料
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剣
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用
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無
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〉
マ
座
車
七
千
円

車
の
日
常
の
点
検
や
簡
単
な
整
備
九
マ
冷
蔵
庫
(
一
ド
ア
)
話
し
合
い

に
つ
い
て
、
女
性
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
山
マ
ホ
ッ
ト
カ

l
ラ
l

話
し
合
い

に

次

に

よ

り

開

催

し

ま

す

。

〉

マ

ガ

ス

テ

ー
ブ
ル
、
瞬
間
湯
沸
器
(
プ

マ
と
き
十
月
八
日
出
午
後
一
時
川
口
パ
ン
ガ
ス
用
)
各
四
千
円

か
ら
四
時
マ
と
ニ
ろ
上
田
自
動
川
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

車
検
査
場
内
(
住
吉
六
五
)
マ
定
員
川
マ
ベ
ビ

l
ベ
ッ
ド
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

四
十
人
(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
〈
マ
す
べ
り
台
マ
電
気
洗
濯
機

り
)
マ
費
用
無
料
マ
申
し
込
み
い
マ
電
気
オ
ル
ガ
ン
マ
バ
イ
ク

ω
∞

船
長
野
県
自
動
車
整
備
振
興
会
上
田
~
マ
都
市
ガ
ス
用
ふ
ろ
一
式

支
部
告
②
6
3
9
2

一
マ
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

川
マ
電
動
ミ
シ
ン
マ
金
庫

川
マ
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
マ
肩
も
み
機

川
マ
婦
人
用
自
転
車

〉
マ
三
面
鏡

へ
・
問
い
合
わ
せ

川
線

1
3
9
0
)

9
月
引
日
1

お
自

信
州
版
画
展
を
開
催

不
用
品
登
録
情
報
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ん

)
や
泉
ち
づ
通
問
宏
.
井
一
石

"
ん

)

m

や
井
ち
金

一
妨町π木長峰のどかちゃん 小山拓郎ちゃん 松井綾香ちゃん 宮野入博之ちゃん

(蛇沢) (川辺町) (岩門) (倉升)

保健コーナー
保健予防課
(内線1374)

.10月の乳幼児健康診査

受付時間 いずれも 午後 1時-2時。

持ち物 母子健康手帳、パスタ オル(4 ・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)。また 、1歳 6か

月児と 3歳児は、赤ちゃん手帳の中にある健康

診査票を記入してお持ち くださし、。

上田市保健センター(市役所南庁舎2階)

健 a圭s丘，、 実施日 対 象 児

4か月児
10月4日 63年 5月16日-5月31日生

10月25日 63年 6月1日-6月15日生

10か月児
10月14日 62年11月16日-11月30日生

10月27日 62年12月1日-12月15日生

10月13日 62年 3月16日-3月31日生
1歳6か月児

10月26日 62年 4月1日-4月15日生

10月7日 60年9月1日-9月15日生
3 歳児

10月21日 60年 9月16日-9月30日生

塩田母子健康センター(塩田地区)

63年 5月16日-6月15日生

62年11月16日-12月15日生

60年8月1日-9月30日生

川西社会福祉センター(川西地区)

63年 5月16日-6月15日生

62年11月16日-12月15日生

62年 3月16日-4月15日生

小児まひ予防

・ポリオ生ワクチンを投与
1>対象者 昭和63年 1月 1日から同年 6月30日ま

でに生まれた子どもさん(4歳未満で、今まで

1回も受けていない、または 1回だけ受けた人

も含みます)

1>投与方法 6週間以上の間隔をおいて、 0.05m.e

ずつ 2回経口投与します。

b接種時間 各会場とも午後 1時30分から同 2時

30分まで

1>持ち物 母子健康手帳、問診票(赤ちゃん手帳

の中にありますが、会場にも用意)

1>注意事項 ①赤ちゃん手帳の中に接種前後の注

意事項がありますので、ご覧 ください。②この

予防接種と三種混合、麻しんの予防接種の時期

が同じなので、間隔にご注意 ください(麻しん

は接種後 1か月問、三種混合は 2週間、他の予

防接種が受けられません)。

63年度ポリオ(小児まひ)予防接種目程表(秋期)

接種目
ZヨエL 場 名 ト一一一「一一一 対 象 地区

1回 2回

東部地区 (踏入 ・泉町・上常

10 " 
回・中常国・下常

田・北常田・常入・

月 月 材木町)

市保健セ ンタ ー
29 
南部地区 (北天神町・南天神

(市役所南庁合2階) " 町・松尾町・大手

日日 町・泉平・鷹尻町・

本町・末広町)
(火) (火)塩尻地区 (秋和・上塩尻・下塩尻)

川辺町 会 館 川辺・泉団地区

三好町会館

11月0 3 " 
城下地区

塩凹母子健康センター 2月5 塩田地区

川西社会福祉センター
(木日) 後日) 

川西地区

中央地区 (横町・原町・木町・

田町・北大手・海

野町・ 袋町・馬場
町・丸堀町)

10 12 北部地区 (上川原柳町 ・下川
原柳町・愛宕町 ・

月 月
柳町・上鍛冶町・

上田市民 会 館
鍛冶町・上房山・
下房山・新田・上

20 2 
紺屋町)

日 日 西部地区 (下紺屋町・ 鎌原・
西脇・新町・諏訪

(木)(金) 部・ 生塚 ・常磐町・
緑が丘・新屋 ・緑

が丘北・緑が丘西・
城北)

神川地区 公 民館 神川地区

上野が丘公民館 神科・豊殿地区

※ l回目と 2回目の間隔は、 6週間以上あけてく

fごさい。

※駐車場が狭いので、車での来庁はなるべくご遠

慮、ください。

広報うえだ 63.9.怖 い2]
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